






































































村々も犬・猫を繋いでおくよう命じられていた 鷹狩りを一度も行わなかった綱吉はその御成に際 犬・猫繋ぎの必要がないことを通達して た。　
それでは、吉宗の時代には 鷹狩りの御成時に徘徊してい



























緩和策であり、御拳場町村では可能な範囲での犬・猫繋ぎでよいことになり、それ以外 江戸の町方で 犬・猫繋ぎ 必要すらなくなった である。これにより、吉宗が鷹狩りを復活させるにあたっては、御成に際してもその作法をできるだけ緩和する うに改め、人々の迷惑を軽減したいという思いがあったことがわかる。 こうした対応 、 寛大な吉宗のイメージを植えつけるのに一役買 たことだろう　
同二年十二月の幕府法令にも、鷹狩りなどの では慰み





































ていた場合昼夜とも繋いでおき、空地に出てこないように申し付けた。もし放し飼いにして へ きたのを役人が見つ 場合には吟味するとしていた。ただし、知らぬ間に放れた犬が空地へ出てきてしまった場合、移し方役人が鷹を移動させている時には飼主が受け取りに来ても引き渡すことはできないとし 。さらに加えて、昼夜限らず誰であろう 、空地近辺で少しの時間であっ も立ち休みをしてはならないとしていた。　
これは、他の江戸城門外の空地でも同様であったろう。つ
































































































































































































































て犬が多くなり、鷹狩りの獲物となる鶴や雁の飼い付けにも支障が出てきているので、 その付近では飼犬を繋いでおくか、あるいは鷹狩りの場所より二 三里以上離れたところへ追っ払うこと。また野犬は捕獲して、鷹狩りの場所より二、 三里以上離れた ころに捨てに行き もし立ち戻った場合にはまた捕獲し、ま 捨てに行くようにとある。こ 法令は、鳥見組頭の要請によって、武家屋敷へは目付から 江戸 町方へは町奉行から、江戸周辺の村々へは勘定奉行 触れられることになっ 。ここには、犬取扱いの規制の原因が鷹狩り獲物となる鶴や雁の飼育への支障であったことが明らかにされている。　
つまり、飼犬については従来のように繋いでおくことを命













































































































































































げて謁見することになった う。商館長一行は三月六日まで江戸に滞在したが、こ 逗留中、好奇心旺盛な吉宗は「オランダ国では鷹を使って狩猟をしているのか、しているとすればその方法はどのようなものか」などと尋ねていた。まもなく鷹狩りを復活させるにあたって、異国で 鷹狩り 様子を聞いて、その知識を得ようとし いた であろう。　
またこの年、オランダから渡来した犬が将軍の手に渡り、













































ように、江戸時代のはじめには、鷹師 狩猟犬 訓練にあたっていたのだが、その後犬牽という役職が設けられることになった。朝廷では犬飼と呼ばれたが 武家の職制では犬牽と呼ばれることが多いようである。　
八代将軍徳川吉宗は、放鷹制度の復活に際して、鷹匠頭の

























四年正月には下駒込村に六〇棟の鷹部屋が完成し、焼失跡地に同心長屋が再建された。また同年四月には戸田組と分離して、雑司ケ谷村 嶽に小栗組の 部屋と役屋敷・ 長屋が建設された。　
さらに享保六年三月、牛込からの出火に際して戸田組の千





























ている。このうち、鷹部屋は九〇八八坪余、鷹方組屋敷は一万一五三〇坪余であった。しかし この地の の取り払いは、後述するよ に宝暦二年ではなく、その前年の寛延四年（一七五一）九月であったようである。　
ところで、鷹狩りに猟犬が必要なのは、古代以来のことで








り、多くは雌犬を用いたという。 「鷹経弁疑論」には、全体的に白で尾が黒く長く、そして胸が黒く、前足が長く、口から眼まで毛が逆立ち、黄色であること 良犬とされ、黒犬の場合は前足が白く、胸が黄であり、顔が白く、四足とも白いのが良犬とされ、黄色の犬の場合は前足二本 白 白い文様があればなおよいと記されていた。　
ところが、近世になると、顔は短く、耳は細く、立ち胴は
































屋を設置した。これは、 従来ほとんど知られていないもので、この政権にとっても野犬対策は大問題だったのである。ただし、綱吉 のように人と の摩擦を回避し、犬を保護するために大規模な犬小屋を造成した ではなく、吉宗政権は野犬の徘徊 よって鷹狩りの獲物となるさまざまな鳥の飼育に支障をきたすようになったため、その収容のために犬小屋を造成したのである。　
野犬は鳥の飼付場に現れ、また近づき、鳥の飼育を妨害し、











送り状を添えて連れて行かせ、犬小屋のある村の名主へ引き渡すことになった。こ を受けて が設置されている村の名主は野犬を引き取ると、預かった野 の数を書き上げた書状に各村名主の送り状を添えて伊奈代官所に届け出、犬扶持（野犬養育のため 給付米銭） もらうことになっていた。このように、御拳場内の野犬を収容する犬小屋を設置しなければならないほど、鷹狩り 獲物 飼育は困難な状況なっていたのである。　
しかし、この野犬収容の犬小屋が、どの程度の規模で、ど





















わが国ではかつて狂犬が人を咬むということを聞かなかったが、最近、外国 らこの病気が伝わり、九州からはじまり、中国地方・上方に移り、近ごろは関東にも広がってきていると述べていた。そして、その治療法として土茯苓・川芎・甘草を煎じて服用するとよいとし いた。しかし現実には、江戸時代にこの病気を克服するこ はできなかった。　
元丈は、和歌山藩領の伊勢国多気郡波多瀬村の出身で、享




































これによれば、 中野の犬小屋は 「一ノ御囲」 から 「五ノ御囲」















場となった。寛保三年三月には、 「御立場」の後ろに築山の造成を命じられ、その高さは六尺（六丈ヵ） 、上部は二間九尺四方で、その地面は上畑三畝二九歩であったが 年貢 免除されなかった。　
延享三年（一七四六）六月には「御立場」の広さを一尺築
き増し、翌四年二月には築山に日除けのための大きな赤松一本を植えた。そして、将軍の命により大名 花見見物のために築山脇に見物所を造成し、日除けのための大松も植え 。また鳥見の佐原万五郎は、 「御立場」近辺を庭 ように手入れするように命じられ 柘植・紅葉・山吹・熊笹を植え 。　
元文三年二月十八日の御成の際には、 「御立場」近辺に葭






に説明している。享保年中、将軍吉宗は犬小 跡地 あ り
に何度も鷹狩りに訪れたので、同二十年（一七三五）御場掛の小納戸頭取土岐朝澄が将軍 命を受け、土地を選んで「立場」とし、その周辺の畑の畔に紅桃五〇株を植え、同じ年に白桃も植え増した。　
元文元年（一七三六）には郷右衛門所持の畑一畝二〇歩を
召し上げて「御立場」を築き、多数の松も植えた。またその麓から道路を造成し、その地の年貢は免除さ 。そして、郷右衛門には御成のたびご に銀一枚が下賜されたという同三年には「御立場」一帯の六万七〇 四坪の土地に緋桃一五〇株を植えたので、春になる 桃花が咲き乱れて紅白染まり、その艶や な景色は目を奪うばかりであった。　
このため、 寛保三年（一七四三）には、 将軍の命により「御
立場」の後ろに山丘 築き、その 所 諸大名も遊びに来るようになって花見の地として知 れるよう った で、大名山と呼ばれた。桃の花盛りの時節は貴賤を問わず多くの人々が訪れ、大いに賑わうようになったのである。　
しかし、これが村人などのためにはかえって農業の妨げと











犬小屋跡地の田んぼに桃の木を植えたことにより桃園と呼ばれるようになったが、その命名者は将軍吉宗であったといわれる。天保期 入 ても 三月になる 紅白の桃の花が咲き、その景観はすばらしいものであった。ここには、将軍 鷹狩りの際 御腰掛があり、桃園 岡の前を流れ 小川に架かる橋は石神井橋と称されていたという。　
それぞれの書物によって、内容は多少食い違っているが、






















た。静かな環境のもとで獲物を捕らえる鷹狩りやその獲物の飼付御用において、 犬が支障をきたすようになったのである。その背景には、 御拳場への犬捨ての横行があった。このため、紆余曲折はあったが、飼犬については繋 でおき、野犬については捕獲し代官へ引渡すこと なったが、まもなく御拳場内の三ヵ所に「犬溜場」が設置され、収容されることになたのである。また水戸家鷹場では の届出と野犬の殺生を命じていた。その後、江 周辺の鷹場では飼 も禁止されるようになった。これには 狂犬病の蔓延が背景 あ もとみられる。　
第二は、吉宗の実学的思考もあって、大型の猟犬の必要性
から舶来犬の輸入に力を入れた オランダ商館や中国商人通して輸入した唐犬やオランダ犬がそれである。猟犬の需要は、鷹狩りや猪鹿狩りなどの狩猟と密接 かかわっていたとみられる。そのなかには、愛玩され 犬もあっ 。
　
第三は、犬小屋といえば綱吉政権が出した生類憐み政策の







らに複雑化していたのではないかとみられる。またこの段階では、食犬という側面は出てこ かったが、貧困や飢餓の際にはそうした側面が残っていた可能性もあろう。さらに、渡来犬の輸入による社会的影響も気になるところだが、後日を期したいと思ってい 。註（１）宮田登『ヒメの民俗学』 （青土社、一九九三年）一一九
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